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〔研 究 報 告〕

精神科看護師の 「社会復帰支援の 意識」 に影響する要因とそ の 構造

　　　　　　　民間精神科病院に勤務する看護師の 面接 調査 を通 して

Factors　and 　Structure　Influencing　Awareness　of 　Social　Rehabilitation

　　　　　　　　　　　　SupPort　in　Psychiatric　Nurses

　　　　Through 　Interviews　with 　Private　Psychiatric　Hospital　Nurses

　中 島 富 有 子

Fuyuko 　Nakashima

（Abstract）

　　　ユ］ユeobjective 　 of 　this　 study 　was 　to　identify　factors　 influencing　psychiatric　nurses
’

awareness 　 of

sodal 　rehabilitation 　support 　and 　the　structure 　of 　the 　factors．　We 　conducted 　a　serni −structured 　interview

With　25　nurses 　working 　in　a　private　psアch 至atric 　hospital　and 　an 　analysis 　fbcusing　on 　factors　in且uencing

the　nurses
’
awareness 　of 　social　rehabilitation 　support 　and 　on 　the 　nurse

’
s　attitudes 　influenced　by　the　fac−

tors．　One 　of 　the　identified血ctors
，

‘‘
experience 　of 　delivering　success 丘11　support 　that 　had　led　to　patients

’

reintegration 　into　societ ジinst丑1¢ d　con 丘dence　in　the 　nurses 　regarding 　the　recovery 　of 　rnentally 　ill　paticnts，

resulting 　in　an 　improvement　in　their 　awareness 　of 　social 　rchabilitation 　suppQrt ，　Another　fhctor，
”
working

in　wards 　where 　social　rehab 丗tation 　is　actively 　encouraged
”
increased　Qpportunities 　to　think　about 　social

rehabilitation 　supPort ，　and
”
learning　about 　social 　rehabilitation 　supPor ビ helpcd　clearlアdefine　the　goal　of

social　rehabilitation ，　which 　also　improved　the 　nurses
’

awareness 　of 　sodal 　rehabilitation 　support ，
‘
℃ oDp −

erative 　family　members
”
alowed 　the　nurses 　to　have　expectations 　of 　support 　of 　patients

’
family　members ，

whie
“
uncooperative 血mily 　members

”
caused 　the　nurses 　to　have　concerns 　about 　the　sQcial 　life　of 　the

patients　af辷er　discharge，　leading　to　a　decline　in　the 　awareness 　leveL　The　factors
“
prolonged　hospitaliza−

tion，
”
　
‘’
prejudice，

”
　and 　

‘‘
poor　social 　resources

”
　証so　raised 　concerns 　about 　the　social 　life　of 　the 　patient

a丘er 　discharge　and 　decreased　the　nurses
’
awareness 　of 　social 　rehabilitation 　support ．

キー
ワ
ード ：精神科看護師，社会復帰支援 の 意 識 意 識 の 向上，意識の 低下

Key　wOrdS ：psychiatric　nurses ，　awareness 　of 　soCial　rehabilitation 　support
，
　improvement　in　awareness ，

　 　 　 　 　 　decline　in　awareneSS
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　　　　（要　約）

　　　　　本研 究 の 目的 は，精神科看護師の 「社会復帰支援の 意識」 に 影響す る要因とそ の 構 造 を明 らか

　　　　に する こ と で ある、民間 精神科病院勤務 の 看護師 25名 を対象 に ，半構造 的面 接 を行 い ，意 識 に

　　　　影響 す る 要 因 と そ れ に よ っ て 変 化 した 看護師の 状態 に 焦点 を 当て 分析 し た，〈支援 が社 会 復帰 に

　　　　つ な が っ た経 験〉を持 つ こ とが 影響要因 となり，看護師 に 精神障害者が 【回復す る確信】を持つ

　　　　とい う変 化 が 生 じ，意識 を向上 させ て い た．〈社会復帰 を積極的に 進め る病棟勤務〉の 影響 で，

　　　　【社会復帰支援 に つ い て 考える こ との 日常化】が 生 じた こ とや 〈社会復帰支援 に 関する 学習〉が

　　　　影響 し，【社会復帰支援 に 関す る 目標 の 明確化】が で きた こ と も意識 を向上 させ て い た．〈協力 的

　　　　な家族〉の 存在は，【家族 が 行う支 援 へ 期 待】して，意 識 が 向上 した の に対 し，〈協力的で な い 家

　　　　族〉が 影響要 因 と なっ て ，【退 院後 の 社会生 活 に 関 す る不 安】が 生 じ，意識を低下させ て い た．

　　　　影響要因で あ る 〈長期入院〉〈偏見〉〈貧困な社 会資源〉も，【退院後の 社会生活 に 関す る 不安】 を

　　　　生 じ，看護師の 意識が 低下 して い た．

鬱驪蠶攤讖鑛轟融轟驫羈纛叢忌慰潔認叢響饗 轟 騨 羅 響羈韆鑼 讖灘謝飜靉轟羅飄黶講鸞欝欝娑
瀞

轡
聯愚 鱒 響鑿黐識轟驫轟灘 羈灘罵蠶鑼欝禦 蟹響響鸞轡蘿醤織 韜齢羈嶺瀚羅憲馨纏灘 禦鑾讐黨禦験麹 轟 蕪懸羅蠱妻翻毒

　　　　　　　　1　 緒　　　言

　厚生労働省 （2004）は，精神保健医療福祉の 改革 ビ

ジ ョ ン を示 し，「地域 生活支援体制の 強化」 と 「精神

保健医療福祉体系 の 再 編 や 基盤 強化」を進 め て い る，

改革 ビ ジ ョ ン の 内容 に は，精 神 科 の 入 院患者 の 内，受

入条件が 整 えば退 院可 能 な患者約 7万人の 社会復帰 を

10年間 で 図 る こ と が 盛 り込 まれ た，そ れ らを受 け，

精神医療 は，「入院中心 」 か ら 「地 域 中心」の 支援へ

転換 が 図 られ つ つ あ り，精 神 科 看 護 師 （以下 ，看護師）

もそ の 変化 に対 応 して い くこ とが 求め られ て い る ．松

枝 （2003）は，社 会復帰支援に 優れ た 実績を持 つ 日本

版治療共同体 を実践 す る病院に 勤務す る看護師 6名 を

対象 と し，10年以 上 入 院 し て い る 精神障害者 を社会

復帰 させ る成 功 要 因 に，「看護師が 変わ る こ と」 の 存

在 を明 らか に して い る．清家 （2007）や 大沼 ら （2008）

の 研究結果 か ら も，看護師の 支援が 社会復帰 に つ なが

る こ とが 明 らか に され，精神障害者 の 社会復帰 に 看護

師 の 果 た す役割 は 大 きい と考 え られ る，

　本研究で は，看護師の 「社会復帰支援 の 意 識」に影

響す る要因 とその 構造 を明らか に し，社会復帰促進 に

向 け た看護師の 意識を高め る 示唆 を得た い と考 え た．

特 に，精神科病院の 内，80％ 以 上 を 占め る 民 間精 神 科

病院 （厚生 労働省，2010）の 入 院患者 に 対す る社会復

帰促 進 は重 要で あ り，研 究対象を民 間精神科病院 に勤

務す る看護師 と した．社 会 復帰 支援 に関 する研 究 と し

て は，青木 （2005）が，社 会復 帰 に関 す る看 護 活動 の

実態 を明 らか に し，田 嶋 ら （2009）が，長期入院の 精

神障害者 に対す る退 院 支援の構造，藤野 ら （2009）が

統合失調症患者 を持つ 家族 の 問題，大谷 （2008）が 多

職種 と の 連 携 の 有 効 性 な ど，数 多 く行 わ れ て い る ．

「社会復帰支 援の 意 識 」 に 関す る もの と して，石橋 ら

（2002）や 原 田 （2006），小 山 （2011） な どの 研究が あ

る が ，民間精神科病 院 に勤 務す る 看護師 を対象 と し，

「社会復帰支援の 意 識 」 に影 響 す る要 因 とそ の 構造 に

関す る 研究 は見 当 た らな か っ た．以 上 の こ とよ り，本

研究で は，「社会復帰 支援 の 意識 」 に影響す る要因 と

その 構造 を明 らか に し，看護 師 の 「社会復帰支援 の 意

識」 を高め る示唆を 得た い と考えた ．

　　　　　　　　皿　 研 究 目 的

　本研究 の 目 的 は，看護師 の 「社会復帰支援 の 意識」

に 影響 を及ぼ す 要因 とそ の 変化 の 構造 を明 ら か に す る

こ とで あ る．

　　　　　　　　皿　用語の 定義

　本 研 究で は，社会復帰支援 につ い て，以下の よ うに

定義 した．

　精 神 障 害 者 が，「精神病が 完全 に 治癒す る 」 とい う

よ り，むしろ 障害 を抱えなが ら も，自分の 能力 を発揮

して 自ら選択 し社会 の 中で 活動 で きる よ う支援す る こ

と．
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　　　　　　　　IV　研 究 方 法

1．対象者

　民 間 精神科病 院 に勤 務す る看護師25名 を対象 と し

た ．研 究対 象者 の 勤 務 す る民 間精 神 科病 院 は，急 性期

病棟，回復期病棟，慢性期病棟，デ イ ケ ア を所有す る

270床の 単科精神病 院 で あ る．

2 ．デー
タ収集方法

　 研 究 対 象 と な る 施 設の 病院長及 び看護部長 に 承諾 を

得 て 実 施 した．病棟行事や 3交代勤務 な ど を 考 え合 わ

せ，研 究 協 力 が で き る 日程や 協力の 得 られる 対象者に

つ い て 看護部長 と話 し合 っ た．研究に 同 意 した対象者

に 対 し て ，2011年 8月 1 日〜2012年 2 月 4 日 の 期 間，

半構造的面接 を行 っ た ．面 接 に お い て は，「社 会 復 帰

支援 の 意識」に 影響 した こ と とそ れ に よる看護 師 の 変

化 つ い て ，先行研究 （Anthony，1993；石 橋 ら，2002；

松枝，2003 ；青木，2005）を基 に イ ン タ ビ ュ
ーガ イ ド

を作成 し実施 した．イ ン タ ビ ュ
ーガ イ ドの 主 な 内 容

は，「社会復帰支援 の 意識 が 変化 した き っ か け」「社 会

復帰支援 の 意識が どの よ うに変化 した か 」「精神障害

者 の 社会復帰 を どの よ うに 考える か 」「家族 が 社 会 復

帰 に 与 え る 影響」「単身生 活 を送 る 精神障 害 者 の 生 活

支 援 」「長期 入 院の 精神障害者 の 社会復帰」な ど で あ っ

た．面 接 は，対象者の 承諾 を得て 録音 した，

3 ，データ分 析方法

　 まず，録 音 した 面 接 内 容 は すべ て 逐 語 録 に 起 こ し

た．精神障 害 者 に 対 す る 「社会復帰支援 の 意識 に 影響

する 要 因 とそ れ に よっ て 変化 した看護師の 状態」 に 焦

点を当て 分析 した．データを繰 り返し読 み，その デ
ー

タ の 意 味 を解 釈 した．対 象者 全 員 の 逐 語録 を コ
ー

ド化

し，データが示 す 意 味や 内容 を分類 し，同 じ意味 を示

す デ ータ は 1つ の コ
ードに ま と め た．さ ら に ，その

コ ードの 中 か ら 「社会復帰支援の 意識」 に 影響 した と

考 え られ る もの を検討 し，影響要因と した．その 影響

要 因 か ら変 化 した看 護 師 の 状 態 を示 す コ ードを抽 出 し

た．影響要 因 と看護師の 状態 を示 す コ
ード問 の 関係性

につ い て，検討 を何度 も繰 り返 した．類別 した コ
ー

ド

の か た ま りの 特性 を明 らか に し，抽象度を上 げ，カ テ

ゴ リーと して ま と め た，カ テ ゴ リ
ー

に は，そ の 内容 や

性質を表す 言 葉で 命名 し分析 した．

4 ．分析結果 の 信頼性

　本研究は ，看護師の 「社会復帰攴援 の 意識 」 に 影 響

した きっ かけ とそ の 変化 に つ い て，研 究者が 再 構成 し

分析す る もの で ある、可 能 な 限 り看護師が 経 験 し話 す

内容 に つ い て，研 究者が 的確 に捉 えられ てい るか，看

護師 に確認を行い なが らイ ン タ ビ ュ
ーしデータ を収集

した．研 究者 の 独 善 的 解 釈 に 陥 る こ と の な い よ う，

データ収 集 分析 の 全 過 程 を通 じ，質的研究 に 習熟 し

た ス ーパ ーヴ ァ イ ザー
に，ス

ーパ ーヴ ァ イ ズ を受け，

看 護 師 2名 の 協力 を得 て 解 釈 の 検討 を行 い 信頼性 の 確

保に 努 め た，

5．研究の倫理的配慮

　研究対象者 が 勤務す る 施設の 病院長 と看護部長 に，

文 書及び 口 頭 で ，研究 に つ い て 説 明 し，研 究 の 承 諾 を

得 た，研究対象者 に 調査 の 目的，方法，回 答の 任意性，

プ ラ イ バ シ
ー

の 保護，匿名性 の 保持，不 利 益 は ない こ

と，結果 は学会などで 公表す るが，個人 が 特定 され な

い こ と な ど を，文書及 び 口 頭 で 説明 した．同意書の 署

名 を もっ て 研 究の 同 意 を確 認 後，面 接 を行 っ た，

　本研究 は，福岡女学院看護大学及 び研 究対象者が所

属す る 病院の 倫理審査委員会の 承認を得た．

　　　　　　　　V 　結 　　　果

1．対 象者 の概 要

　研 究 参加者 は，同意 の 得 られ た 25名 で あ る．個室

で 半構 造 的 面 接 を実施 し，1人 の 面接所要時間は 30〜

88分 ，平 均 4L2 分 で あ っ た．研 究 参 加 者 の 年齢 は，

23〜52歳 で 平均 32．8歳 精神科 勤 務 経験 は，1〜15年

で 平均 7．0年 で あ っ た．男 性 14名，女 性 ll名で ，勤務

場所 は ，外 来 1名，回復期 病棟 7名，慢性期病棟 17名

で あ っ た．

2 ．データの分析結果

　 デ
ー

タ を分析 した結果，看護師が 持つ 「社会復帰支

援 の 意識」 に 影響す る 要因 と して 8つ の カ テ ゴ リ
ー

を

抽 出 し た．「社会復帰支援の 意識」 を向上 させ る 影響

要因が 4つ ，低下 させ る影響要 因が 4つ で，そ れ ぞ れ

に看護師の 変化 した状態の カテ ゴ リーを抽出 した．影

響要因の カ テ ゴ リ
ーを 〈 〉 と表 した ．影響要 因 か ら

変 化 した看護師の 状 態 を 【 】と し，「 』 は 研究参
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加者の 発言内容を表す．カ テ ゴ リ
ー

問の 構成 は以下の

ように な っ て い た．

　「社会復帰支援 の 意識」が向上 す る影響要 因 と して ，

〈支援 が社 会 復帰 につ なが っ た経 験 〉〈社 会復帰 を積極

的 に 進 め る 病 棟勤務〉〈社会復帰支援 に 関す る 学習〉

〈協力的 な家族 〉で あ っ た．影響要 因 で あ る 〈支援が

社 会復帰 につ なが っ た経験〉に よ っ て，看護師は，精

神障害者の 【回復す る確信】を 持 て ，「杜会復帰支援

の 意 識 」 が 向 上 して い た，＜杜 会 復 帰 を積 極 的 に 進め

る病 棟勤務〉 の 場合，【社会復帰支援 に つ い て 考 え る

こ との 日常化】が 生 じた こ と，〈社会復帰支援 に 関す

る 学習〉の 場 合，【社会復帰支援 に 関 す る 目標 の 明確

化】が で き，「社 会 復 帰 支 援 の 意識 」が 向上 して い た ．

〈協力 的 な家 族〉で あ れ ば，【家族が 行 う支援 へ 期待】

を し，「社会復帰支援の 意 識 」が 向上 して い た．「社会

復帰支援 の 意 識 」が 低 下 す る影響 要 因 は，〈協力的で

な い 家族〉〈長期 入 院〉（偏 見〉〈貧 困 な社会資源〉 で

あ っ た，〈協 力 的 な 家 族〉が 「社会復帰 支援 の 意識」

を 向上 させ て い た の に 対 し，〈協力的で な い 家族〉 の

場合 は，精神障害者の 【退 院後の 社 会生 活に 関 す る不

安】が生 じ，「社会復帰支援 の 意識 」が 低下 して い た．

（長期入 院〉や 精神 障 害者 に 対 す る社 会 の 〈偏 見 〉〈貧

困な祉会資源〉 も，同 じ く 【退 院後の 社会生活 に関 す

る不安】が 生 じ，「社 会 復 帰 支 援 の 意識 」 は低 下 して

い た （図 1）．カ テ ゴ リー毎 に，主な看護師の 発言 を

交え 以 下 に述 べ る．

1 ）支援 が社 会 復 帰 に つ な が っ た経 験

　 『（患 者が ）最初 は全 く話 さな くて ，つ まず くこ とが

あ っ て も，（支援 す る こ とで ）退院まで こ ぎつ けた り

で すね』 と回復 プ ロ セ ス の 中で 困難が あ っ て も，社会

復帰支援 に よ っ て 精神障害者が 【回復す る確信】を得

て い た．

　「社会復帰 に 向けた 支援み た い な こ と をす る ように

なっ た の が きっ か けで ，そ の 時か ら．患 者 さんの 目を

外 （社会復帰） に 向ける っ て い うか，家 に戻 っ て い き

まし ょ うとい う意識が 高 まりましたね 』 と 【回復す る

確信】か ら，他 の 精神障害者 に 対 して も社 会 復帰 の 視

点で 考 え看護実践 し よ うと 「社会復帰支援 の 意 識 」 が

向上 して い た，

2 ）社会復帰 を積極的 に進 め る病棟勤務

　社会復帰支援 に 積極 的 な病 棟勤 務 に よっ て ，『患 者

は社会で 生 きて い く，病棟 を変わ っ て か ら （勤務異動

が あっ て から），強 く思 い ます』 と精神障害者 を社会

の 中で 暮らす生 活者 と捉えなが ら，『退院 させ て あげ

た い し，患者さん 自体退院した くない っ て 患者 さ んが

い らっ し ゃ らな い と思 うん で す よ』 と，どの 精神 障 害

者 で あっ て も社会復帰支援 を考 え る とい う　【社会復帰

支援 につ い て 考える こ との 日常化】が 生 じ，「社会復

帰支援 の 意識」 が 向上 して い た，

3 ）社会復帰支援 に 関 する 学習

　看護師 は ，学会 や研 修会に 参加 し，社会復帰 を積極

的に 進め て い る 看護実践の 報告な どに 刺激 を受け 「自

分達 は 遅 れ て い る 』 と感 じて い た．他 院 で の 社 会 復 帰

支援 を 目標 と し，『そ の 差 をい か に縮 め るか が，こ ち ら

の 地 域 の 課題 』 と 【社 会 復 帰 支 援 に関 す る 目標 の 明確

化】が で き，「社会復帰支援 の 意識 」 は向上 して い た．

4 ）協力的な家族

　 『（患者 を）家族が 受け入 れ て ，一緒 にあ き らめ ず に

＜ 支 援 が 社 会 復 帰 に

つ な が っ た 経 験 〉
【回 復 す る確 信 】

〈 社会 復帰 を積 極的

に 進める病 棟 勤務 〉

社 会 復 帰 支 援 に つ いて

　 え るこ との 日常 化

社 za 復 帰支 援
の 意識 向上

＜ 社 会 復 帰 支 援 に 関

す る学 習 〉

【社 会 復 帰 支援 に 関す る目

　 　 　示 の 明 確 化 】

／
〈 協 力 的 な 家族 〉 【家 族 が 行 う支 援 へ期 待 】

〈 協 力 的 で な い 家 〉

＼
W t 【社 会 生 活 に 関 す る不 女

ノ
→ 社 会 復帰 支援
　 　 の 意 識 低 下

〈 偏 見 〉

〈　　 な 土会
冫

； 〉

　　　 図 1 社会復帰支援の 意識 に 影響す る要因 と その 構造
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治療 して い くみ たい な感 じだ っ た の で ．だ か ら 患 者 さ

ん もこ こ まで 回 復 した りとか 1 と社会復帰 に 至 る 同復

に 家族 の 協力 が 効果的で あ る こ と を 実感 して い た，

「再 発 とか も防 げ る』 と社 会 復帰後 の 再 発 防止 に も家

族の 存在 が 必 要 だ と語 っ た．家 族 が協力的で あ れ ば，

社会復帰後 の 生 活 支 援 や 悪 化時 の 対応 を家族 が 行 い ，

『家族が 見 て くれ る な ら，（社 会復帰後）安心 』 と 【家

族 が 行 う支 援 へ 期 待】し，「社会復帰支援 の 意識」 が

向．ヒして い た．

5 ）協力 的 で な い 家族

　 『患 者 が 退 院 した い と言 っ て も，家族が ダ メ と言 っ

た ら難 しい 』 と退 院に つ い て 家族 の 意向を重視 して い

た．家 族 が 協力 で きな い 場 合、単身生 活 を送 る こ と を

想定 し，「単身の 退 院 は，勇気 が い る ，出 すの は 簡単

だけ ど，（社会復 帰 後 の ）サ ポートが 難 しい ．（例 え ば）

薬 も飲 み な さい と言うか ら，怒 られ るか ら飲 ん で い る

と言 うし，（服薬 に つ い て ）必要性が分 か っ て い な い

人 もい る か ら』 と社会復帰後 に家族 の 生 活支援が 得 ら

れ な い こ とで ，【退 院後 の 社会生 活 に 関す る 不 安】 が

生 じ，「社 会復帰支援の 意識」は．低下 して い た．

6 ）長期入 院

　長期 入 院 の 精 神 障 害 者 に対 して ，「バ ス の 乗 り方 も

忘 れ て し まっ た りと か』『銀行 に 行 っ て も ど う した ら

い い か分 か らな くな っ た りとか 』 な ど社会か ら離れ て

い る こ とで 生 じる 問題 に よ り 『社会 に 溶け込 むの が 難

しい 』 と語 り，社 会 復帰後 に 『つ らい 思い をす る 』 と

心 配 してい た．親 が 亡 くな り家 族 の 世 代交 代で 『兄 弟

の 家庭 もある か ら，（協力は）難 しい 』 と家 族 の 協力

が 得 られ に くい と語 っ た．社 会生 活 に適 応 で きに くい

こ と，家族の 協力が 得 られ ない こ とで ，看護師の 中に

【退 院後 の 社 会 生 活 に 関す る不 安】生 じ，「社 会復帰支

援の 意識」は低 下 して い た，

7）偏見

　看護師 は，『偏見 は 少 な い 方だ と思 い ます』 と言 い

な が ら も，『精神科 で 働 い て い る 自分達 で さ え も，近

くに住 み ます と言 わ れ た ら，ど うぞ とはす ぐに言 え な

い 』 と自らの 偏見を自覚 して い た．『社会 の 受け 入 れ

が な い の に，辛い 思 い を す る ぐ らい な ら出 した くな

い 』 と偏 見 に よ っ て，【退 院後 の 社 会生 活 に 関す る不

安】が 生 じ，「社 会 復 帰 支 援 の 意 識 」 は低 下 して い た．

8）貧 困 な社会資源

　 『受 け皿 が 少 ない と 感 じ る，近 くに グ ル
ー

プ ホ
ー

ム

も少 ない し，退院 して も，使える福祉 が 少ない し，大

変 だ と思 う』 と社会資源が 貧困で あ る と考 えて い た．

貧 困 な社会資源は ，『（社会資源 が 使える 環 境 で な い か

ら）生 活が うまくで きな い し，場 合 に よ っ て は，そ の

ま ま （入院）が い い 』 と 【退院後の 社会生 活 に 関す る

不安】が 生 じ，「社会復帰支援の 意識」が低下 して い た，

　　　　　　　 V［ 考　　　察

　本研 究参加者 は，入 院 治療 中心 か ら地 域 生 活 支 援 へ

変革 を遂げ よ うとす る 日本の 典型的な 民 間 精神科病院

に勤務す る看護師で あ る．参加者数が 少 な い もの の ，

今 回 の 研究結果 は、民 間 精神科病院 の 看護師が 持 つ

「社会復帰支援 の 意識 」に 影響を及 ぼ す 要 因 とそ の 構

造 を示す もの と考 えら れ た．図 1は ，そ の 結果を表す

構造図 と言える．本研究結 果 は，民 間 精神科病 院 に勤

務する看護師の 「社会復帰支 援 の 意識 」 向上 へ の 取 り

組 み を考 え る材 料 に 成 り得 る．以
一
ドに．「社会復帰支

援 の 意 識」 に 影響 を 及 ぼ す要 因毎 に 考 察す る．

1．支援 が社会復帰 に つ なが っ た経験

　本研究参加 の 看護師は，支援が 社会復帰 に つ なが っ

た 経験か ら，【回復 す る確信 】 を得 て，「社会復帰 支 援

の 意識」が 向上 した こ とが 明 らか に な っ た，社会復帰

につ なが っ た 支援の 経 験 は，成功 体 験 と 言 え，そ の 経

験が 看護師 の 自己 効力感 を高め，意 識 の 向上 に つ な

が っ た と推測 さ れ た 、Bandura （1997／2006）に よ れ ば，

自己 効力感は ，成果 を生 み 出す 行為 が 自分 に で きる と

い う能力認知で あり，自己効力感を高め る 要因 と して

成功体験 を挙げて い る ，研究参加 の 看護師は ，社会復

帰支援 の 効果で 精神障害者が 【回復す る 確信】を得 て

い た．同 時に，回復 の 成果 を生 み 出す社会復帰支援が

で きる とい う能力認知が 生 じ自己効力感が 高 ま っ て い

た．片岡 ら （2005） も長期入院患 者の 社会復帰 に 限定

して い たが，看護師の 社会復帰の 意識 を高め る ため に

は，成 功 体 験 が 重 要 で あ る こ と を指摘 して い た．松枝

（2003）の 研究 で も，本研究同様，看護師が 社会復帰

支援 に よ り精神障害者の 回復 を実感 し，社会復帰支援

に意 欲的 に な っ て い た．支援が 社 会復帰 につ なが る経

験 は，看 護 師 の 「社 会 復 帰 支 援 の 意 識 」 を高 め る効 果

が あ る こ とが 明 らか に な っ た，
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2．社会復帰を積極的 に 進 め る病棟勤務

　社 会 復 帰 を積 極 的 に進 め る病 棟 に勤務す る こ とで ，

【社会復帰支援 につ い て 考える こ との 日常化】が生 じ，

「社会復帰支援 の 意識 」 は 向上 して い た．角川 ・佐伯

（2009）は，長期 入 院の 精神障害者 に絞 っ た もの で あ っ

た が，看 護 師 が，退 院促 進 活 動 が 進 ん で い る 病院で ，

社 会復帰 に 対 し成功 す る，決まる，目処 が つ くとい っ

た 良 い イ メ
ージ を 持 っ て い る こ とを明 らか に し て い

る．職 場環境 に よ っ て，看護師の 「社会復帰支援 の 意

識」が 変わ る こ とが 明 らか にな っ た．

3 ．社会復帰支援 に 関す る学 習

　看護師 は，学会や 研修会 に参加 し，積 極 的 に 取 り組

ん で い る 社会復帰支援 の 報告 な ど に刺 激 を受 け て い

た．他院が 行 っ て い る社 会 復帰支 援 を 目標 と し，自 ら

の 支援 に 応用す る た め 【社会復帰支援 に 関 す る 目標 の

明確化】がで き，支援 の 意識 は 高 まっ て い た．木村
・

松村 （2010） は ，精神科病棟勤務 の 看護師の 葛藤 を調

査 し，ビジ ョ ン の ない 看護から脱却す る 必要 を指摘 し

て い る ．社会復帰支援 に 関す る 学習は，社会復帰支 援

の 目標 を明確化 し，ビジ ョ ン を定 め る 機会 とな る と考

え られ た．東中須 （2007） が，精神科看護 の ス キ ル

ア ッ プの た め に 院内研修を工 夫する 必要性 に つ い て 指

摘 し，社会復帰支援の 意識 向上 に 向け た効 果 的学 習 の

機会が 必要で あ る と考 え られ た．

4 ．家族の 協力

　〈協力的な家族〉で あれ ば，【家族 が 行う支 援 へ 期 待】

を し，「社 会 復 帰 支 援 の 意 識 」 が 向 上 して い た．反 対

に 〈協力的で な い 家族〉の 場合，【退 院後の 社会生活

に 関す る 不安】が 生 じ，「社会復帰 支 援の 意 識 」 が 低

下 して い た．「患者が 退院 した い と言 っ て も，家族 が

ダ メ と言 っ た ら難 しい 』 とい う発 言 内 容 か ら も，看護

師 は，精神障害者 の 意思 よ り家族 の 意向を優先 し家族

の存在を重視 して い た．一
般科 の 患者 と違い 精神障害

者 は，社会復帰後，生活機能障害があっ た り，精神症

状 が 悪化す る と適切 な意志決定 が で きない こ と が あ

る．特 に統 合 失調 症 は，病態 的特徴 で 急性期 に お け る

判断能力低下 を認 め 自己決定が 難 しい ．その ため，看

護師は ，社会生活 に おい て，家族 に その サ ポー
トを期

待 し て い る と考 え られ た．田 嶋 ら （2009） は，粘 り強

く精神障害者 と家族 をつ な げる こ とが ，長期 入 院 の 精

神障害者の 社会復帰支援 に お い て ，重 要 で あ る こ とを

明 らか に して い る．日本社会 の 傾 向と して，個 人 よ り

家族の 単位 を優先 しが ちで あ り，その 傾向が今回の 結

果 に 影響 した こ と も考 え られ た．実際 わ が 国 で は，

精神障害者の 退院先が 単身 よ りも家族 との 同 居が多い

現状が あ る （特例社団法人 日本精神科看護技術協会，

2011）．青木 （2005） の 研究結果同様 に 研究参加 の 看

護師 に と っ て，精神障害者の 社会生活 に家族の 存在 は

非常 に重要で あ る．精神障害者の 状況 に よ っ て は，家

族 と の 同居 で は な く，単身生 活が 適切な選択 とい う場

合 もある．藤野 ら （2009） は，統合失調症の 家族介護

者 を対象 と した調査 で，家族 の 苦悩 を明らか に し，社

会 的 サ ポートな どの 充実 を図り精神障害者が 自立 し地

域 で生 活 で きる こ との 必 要 性を指摘 して い る．精神障

害者 の 中 で も，統合失調症 の 場合 は，患者 に対す る 家

族 の 否定的 な感情表出 （Expressed　Emotion） カ1病状悪

化 に 関係 して い る こ とが 明 ら か に さ れ て お り （大島

ら，1994），家族 と の 同居 が 問題 と な る こ と もあ る．

社 会 復 帰促 進 に向 け，看 護 師 は，精 神 症状 に よ っ て 家

族 が受け た暴 力 な どの 不 利益 を理解 し，家族を肯定的

に捉 え 家族 に社 会復帰 の 協力 を求め て い くス キ ル と，

単身生 活 に 向け た社 会 復 帰 支援促進 の ス キ ル を持つ こ

とが 必 要 で あ る と考 え られ た．

5，長期 入 院

　（長 期 入 院〉の 精神障害者 に対 して，【退院後 の 社会

生 活 に 関 す る 不 安】が 生 じ，「社会復帰支援 の 意 識 」

は 低 下 して い た ．石 橋 ら （2002） は ，看護師が長期入

院の 精神障害者 に対 し，固定化 した捉え方 と働 きか け

をあきらめ る こ とを社会復帰の 阻害要因 と して 明らか

に して い る，長 期入 院の 精神障害者に 対 し，看護師の

意
’
識 が 社会復帰で きる とい う方向へ 変わ る こ とが 重要

で あ る．長期入院の 精神障害者は，社会性の 低下や 高

齢，家族の 世代交代などの 問題 を抱 え，社会復帰に は

困難を要す る．長期入院 に 関す る 問題は，精神障害者

の 生 活機能が 精神疾患 に よ り障害 され た 上 に ，長期 的

に 社会 と離れ る こ とで ，さ ら に 生 活機能障害 を悪化 さ

せ，入院の 長期化が生 じる とい う悪循環が あ る．悪循

環 を 断ち切 る こ と が 重要 で あ り，看護師が あきらめ

ず，根気 強 く取 り組 む とい う 「社会復帰支援の 意 識」
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が 必 要 で あ る．

6 ．偏見

　 精神障害者 に 対す る 偏見 に よ っ て ，【退院後 の 社会

生 活 に 関す る 不安】が 生 じ，「社会復帰支援 の 意 識 」

は低下 して い た，看護師だ か ら 『偏見は 少な い 方だ と

思 い ま す』 と語 っ て い る よ うに ，中島 ら （2011＞も，

統合失調症患者 に 限定した偏見の 研究で ，看護師が看

護助手 よ り偏見が少なく，看護師資格 の 元 とな る教育

の 差の 影響 を 指摘 し て い た ．1精神科で 働 い て い る 自

分達で さえも，近くに 住 み ます と言 わ れ た ら，ど うぞ

と はす ぐに 言 えない 』 と い う発言か ら，木村 ・松村

（2010） の 研究 と 同様 に，精神障害者 が 自分 の 能 力 に

見合 う生 き方が で きな い こ とや 常軌 を逸 した行 動 を と

る とい うネガ テ ィ ブ な イ メ ージ を看 護 師が 抱 い て い る

と推測 さ れ た．精神症状 に よ り社会生 活 能力低 下 や 常

軌を逸 した 行動が あるの も事 実 で あ り，林 （2009）は，

訪問看護師が 精神症状悪化時の 自傷他 害の 恐 怖 を抱 え

て い る こ と を 明 らか に して い る．近 藤 ・
岩1【竒 （2008）

が，退 院 を希望 す る精神 障 害 者 を対 象 に，偏 見 の あ る

社会で 生活す る 困難 さ を明 らか に して い る よ うに ，偏

見 の 中で 暮 らす こ との 困 難を予 測 し，【退 院 後の 社 会

生 活 に 関 す る不 安】が 生 じて い る と 言 えた ，偏 見低減

へ の 啓蒙活動 に取 り組 む と と もに ，精神障害者 と と も

に，社会復帰す る病院周辺の 地域住民へ 理解 を求 め る

ス キ ル を看護師 が 持つ こ と も必要 で あ る と考え られ

た．

7 ．貧困な社会資源

　 「受け皿 が 少 な い と感 じる，近 くに グ ル
ープ ホ

ー
ム

も少 な い し』 とい う言葉 か ら，研究参加病院の 地域特

性 と して ，周 囲 に 社 会 復 帰 支 援 施 設 が 少 ない こ とが 影

響 して い る と推 測 さ れ た，「退 院 して も，使 え る 福 祉

が 少 な い し，大変 だ と思 う』 とい うよ うに，近 藤
・
岩

崎 （2008） の 研究 で は，精神障害者が 住居や 仕事探 し

が 厳 しい こ と，施設 だ と生 活費 に 余裕が なくなる な ど

社 会 の 中 で 暮 らす不安 を語 っ て い た，社会で 暮 らす こ

との 困難 さを想 定 し，【退 院 後 の 社 会生 活 に 関す る 不

安】が 生 じ，「社会復帰支援の 意識」が低下 して い た．

　 また，社会資源が 貧困で ある た め に，社会復帰後 に

苦労 さ せ た くな い とい う保護か ら，「社会復帰 支 援の

意識 」が 低下 して い る と言 えた ，精神障害者 を保 護 的

に考 える こ と は ，急 性 期 で あ れ ば看 護 す る上 で，必 要

な こ とで ある．木村 ・松村 （2010） は，不 十分 な退 院

環 境が 看護師の葛藤 に つ なが っ て い る こ とを明 らか に

し，精神障害者 の 身の 上 を看護 師が 心 配 し退 院 に消 極

的 な気持 ち ・態 度 に な りが ち に な る こ と を指 摘 して い

る．保護的認 識 の 側 面 が 強す ぎる と社会復帰を阻 む こ

とが 懸念 され た．

　　　　　　 皿　 研究の限界 と課題

　本 研 究 は，看 護 師 を対 象 に した 面 接 調 査 で あ り，看

護師の 意識 に 限定され た もの で あ る．参加 者 は，看護

師 25名 と少 な く，デ ータ に 偏 りが 生 じて い る こ とは

否め ない 、普遍 性の 高い もの とす る に は，参加者の 拡

大 や 面 接 法 に 限 らな い デ
ー

タ 収 集 方 法の 検討な どが 必

要で あ る．

　　　　　　　 皿 　結　　　論

1 ，意識を 向上 させ る4 つ の 影響要因 と看護師の 変化

1 ＞〈支 援 が 社会復帰 に つ な が っ た 経験〉 に よ っ て ，

　 【同復 す る 確信】を持 っ て い た．

2）（社 会復帰 を積極的 に 進 め る病棟勤務〉に よ っ て ，

　 【社 会復帰支援 に つ い て 考え る こ との 日常化】が

　 生 じて い た．

3）〈社会復帰支援 に 関 す る学習 〉 に よ っ て ，【社会復

　 帰支援 に 関す る 目標 の明 確化】が で きてい た．

4）〈協力的 な家 族〉に よっ て，【家族 が行 う支援 へ 期

　 待】を して い た．

2 ．意識を低下 させ る 4 つ の 影響要 因 と看護師の 変化

　〈協力的で ない 家族〉（長期入院〉〈偏見〉〈貧困な社

会 資源 〉 に よ っ て ，【退 院後 の 社 会生 活 に 関す る 不安】

を生 じさ せ て い た．

　　　　　　　　　謝　　　辞
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ー
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